
名 船  発  掘 く汽船〉

く主要目》鉄製貨客船、尾城汽船所属、3.502総トン、

主機二連成汽機、速力13ノット、1880年英国ハーラン

ド&ウ ルフ造船所建造、前名ロセッタ ROSETTAろせつた丸

明治に生まれた日本初のクルーズ船、満韓巡遊船
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客
船

の
復
権

第
二
次
大
戦
後
、
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
目
覚
ま
し

い
台
頭
に
よ
り
、
交
通
機
関
と
し
て
の
使
命
を
終
え

た
か
に
み
え
た
旅
客
船
が
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
と
い
う

新
し
い
装
い
で
再
び
黄
金
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

か
つ
て
定
期
客
船
の
絵
舞
台
で
あ
っ
た
北
大
西
洋

航
路
で
は
、
ド
イ
ツ
の
快
速
巨
大
船
「ブ
レ
ー
メ
ン
」

が
デ
ビ
ュ
ー
し
た

一
九
二
九
年
に
、
年
間
約
百
万
人

の
旅
客
が
大
西
洋
を
横
断
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
や
、

カ
リ
ブ
海
や
北
米
西
海
岸
で
は
、
そ
れ
に
数
倍
す
る

膨
大
な
数
の
レ
ジ
ャ
ー
客
が
ク
ル
ー
ズ
客
船
に
よ
る

船
旅
を
楽
し
ん
で
い
る
。

日
本
で
も
よ
う
や
く
最
近
、
航
洋
客
船
に
よ
る
ク

ル
ー
ズ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
り
、
Ｆ
い
じ
丸
」
「
お
せ
あ

に
っ
く

・
ぐ
れ
い
す
」
と
い
っ
た
本
格
的
な
ク
ル
ー

ズ
客
船
が
誕
生
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
客
船
の
派
手
な
復
活
を
、
い
っ
た
い
誰
が

予
想
し
た
だ
ろ
う
。

ク
ル
ー
ズ
客
船
と
い
う
の
は
、
ひ
と
こ
と
で
い
え

ば
、
観
光
地
を
周
遊
航
海
す
る
レ
ジ
ャ
ー
主
体
の
客

船
の
こ
と
だ
。
こ
の
場
合
、
船
客
が
船
を
ホ
テ
ル
代

わ
り
に
利
用
す
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
目
的

港
に
着
い
た
ら
客
が
さ
っ
さ
と
下
船
し
て
し
ま
う
か

つ
て
の
定
期
客
船
と
は
根
本
的
に
性
格
を
異
に
し
て

い
る
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
人
港
が
遅
れ
る
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と
定
期
客
船
で
は
客
か
ら
文
句
が
出
る
が
、
ク
ル
ー

ズ
客
船
で
は
逆
に
喜
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

ク
ル
ー
ズ

の
始
ま
り

こ
の
よ
う
に
、
船
を
使

っ
て
観
光
地
を
周
遊
す
る

と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
古
く
木
造
外
輪
汽
船
の
時
代

か
ら
あ
っ
た
。
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
最
初
の
着

想
者
は
、
英
国
の
老
舗
船
会
社
Ｐ
＆
０
社
の
創
立
者

の

一
人
で
あ
り
天
性
の
楽
天
家
だ
っ
た
ア
ー
サ
ー

・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
し
い
。

一
人
四
四
年
に
Ｐ
＆
０
社
は
、
彼
の
ア
イ
デ
ア
に

よ
り
、
自
然
景
観
と
古
代
史
跡
に
意
ま
れ
た
地
中
海

東
部
の
ロ
ー
カ
ル
航
路
を
、
寄
港
地
で
の
観
光
付
き

の
ク
ル
ー
ズ
航
路
と
し
て
精
力
的
に
宣
伝
し
、
周
遊

チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
出
し
た
。
同
年
、
英
国
の
文
豪
ウ

イ
リ
ア
ム
・
サ
ッ
カ
レ
イ
は
、
Ｐ
＆
０
社
の
招
待
で

こ
の
航
路
を
旅
し
、
後
に
紀
行
文
を
発
表
し
て
ク
ル

ー
ズ
の
楽
し
み
を
世
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
地
中

海
ク
ル
ー
ズ
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
勃
発
す
る
ま
で

十
年
間
続
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
、
既

存
の
定
期
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
方
に
味
を
付
け
た
だ
け

の
も
の
で
あ
り
、
専
用
の
客
船
に
よ
る
現
代
的
な
ク

ル
ー
ズ
と
は
違
う
。

今
日
の
よ
う
な
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ

・
サ
ー
ビ
ス

が
誕
生
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
ほ
ど
後
の

一

八
八
〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。　
一
八
八

一
年
に
英
国
の
あ
る
個
人
船
主
は
、
Ｐ
＆
０
客
船
の

「
セ
イ
ロ
ン
」
を
買
い
取
っ
て
ク
ル
ー
ズ
客
船
に
改

装
し
、
史
上
初
の
世
界

一
周
ク
ル
ー
ズ
を
成
功
さ
せ

て
お
り
、　
一
人
八
九
年
に
は
英
国
の
オ
リ
エ
ン
ト

・

ラ
イ
ン
が
、
地
中
海
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ヘ
の
ク
ル
ー
ズ

を
開
始
し
て
い
る
。
次
い
で

一
八
九

一
年
に
は
ド
イ

ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク

・
ア
メ
リ
カ

・
ラ
イ
ン
が
、
ク
ル

ー
ズ
を
主
目
的
に
設
計
さ
れ
た
世
界
最
初
の
客
船
「オ

セ
ア
ナ
」
を
デ
ビ

ュ
ー
さ
せ
た
。

ろ
せ

っ
た
九

の
ク

ル
ー
ズ

西
政
先
進
国
で
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ

・
サ
ー
ビ
ス

が
誕
生
し
て
わ
ず
か
数
年
後
、
ま
だ
極
東
の
小
国
だ

っ
た
明
治
の
日
本
に
、
現
代
風
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が

出
現
し
て
い
る
。　
一
九
〇
六

（明
治
三
十
九
）
年
七

月
二
十
五
日
に
横
浜
を
出
帆
し
た

「満
韓
巡
遊
船
ろ

せ
っ
た
丸
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

当
時
の
日
本
は
、
日
露
戦
勝
直
後
の
精
神
昂
揚
期

に
あ
っ
た
が
、
こ
の
ク
ル
ー
ズ
は
日
清
日
露
の
血
戦

力
闘
の
戦
跡
を
訪
ね
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
全
航
程

二
十
八
日
、
巡
遊
ル
ー
ト
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

横
浜
、
大
阪
、
呉

（海
軍
工
廠
）
、
門
司

（若
松
製

鉄
所
）
、
釜
山
、
仁
川

（京
城
）、
鎮
南
浦

（平
壌
）、

大
連

（奉
天
、
速
陽
な
ど
）、
旅
順
、
長
崎

全
三
菱
造

船
所
）、
佐
世
保

（海
軍
二
廠
）
、
神
戸

（川
崎
造
船

所
）、
横
浜
。
（　
）
内
は
見
学
地
。

こ
れ
を
企
画
し
主
催
し
た
の
は
朝
日
新
聞
社
で
あ

る
が
、
見
学
地
の
選
択
に
新
聞
社
ら
し
さ
が
窺
わ
れ

る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、　
レ
ジ
ャ
ー
色
を
薄
め
た

視
察
ク
ル
ー
ズ
的
な
航
海
で
あ
る
点
は
、
日
本
で
現

在
、
ク
ル
ー
ズ
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
研
修
船
、
青

年
の
船
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。

船
賃
は
十
八
～
六
十
円
（食
費
は
別
料
金
）
。
乗
船

者
は
三
百
七
十
八
人
で
、
会
社
員
、
教
員
、
商
人
、

公
務
員
、
僧
侶
、
学
生
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
及

ん
で
い
た
。
お
年
寄
り
か
自
営
業
者
し
か
楽
し
め
な

い
現
今
の
ク
ル
ー
ズ
と
違

っ
て
、
明
治
人
に
は
ゆ
と

り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
航
海
中
の
エ
ン
タ

テ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
講
談
師
宝
井
琴
窓
、
手
品
師
帰

天
斉
正

一
の
ほ
か
落
語
家
二
人
が
乗

っ
て
い
た
。

朝
日
新
聞
社
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船

「
ろ
せ
っ
た
丸
」

は
、
Ｐ
＆
０
社
の
一象
州
航
路
定
期
船

「
ロ
セ
ッ
タ
」

の
後
身
で
、
Ｐ
＆
０
社
が
英
国

ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
ル

フ
造
船
所

（「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
」
な

ど
の
建
造
所
）
に
発
注
し
た
最
初
の
船
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
姉
妹
船
の

「
ロ
ヒ
ラ
」
と
と

も
に
日
本
船
と
な
り
東
洋
汽
船
が
運
航
し
て
い
た
が
、

こ
の
満
韓
巡
遊
船
就
航
当
時
は
、
横
浜
の
尾
城
汽
船

の
手
に
渡

っ
て
い
た
。

わ
が
国
最
初
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
、
十
九
世
紀
に

ク
ル
ー
ズ
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
運
航
方
式
を
あ
み
だ

し
た
Ｐ
＆
０
社
の
有
名
船
で
あ
っ
た
と
い
う
史
実
を

知
る
と
き
、
筆
者
は
、
何
か
因
縁
め
い
た
も
の
を
感

じ
る
と
同
時
に
、
船
舶
史
研
究
の
面
白
さ
を
覚
え
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
（山
田
　
迫
生
）


